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先に述べたように、学生調査や成績などのような目的に従って収集しているデータだけではな
く、自動的に収集される学生の学習活動に関するデータが増大している。履修や成績などのデー
















いて述べている。Campbell らの定義は、­Academic analytics can help institutions address
student success (commonly measured as degree completion) and accountability while better
fulfilling their academic missions. Academic systems generate a wide array of data that can




ラーニング・アナリティクス（Horizon Report, 2011 ; Brown, 2011）やエデュケーショナル・デー
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金、カウンセリングのリスク評価、教員からの指摘などを統合したデータベースから、問題を早
期に発見するシステムが構築されている。問題が指摘された学生については Individual Learning
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